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　特定の事業を行なうため、一
般会計とは別に特別会計を設け
ています。伊豆市では、7つの
特別会計と財産区特別会計（8
財産区）を設けています。

　公営企業会計は、
独立採算が原則で、
使用料収入などで
経理を賄う会計で
す。伊豆市では、2
つの公営企業会計
があります。

歳入一般会計

歳入
歳出

特
別
会
計

総額163億472万7千円
歳出一般会計

民生費
40億1,867万2千円

24.7%

土木費
24億9,865万2千円

15.3%

総務費
18億4,838万5千円

11.3%

公債費
14億4,948万2千円

8.9%

衛生費
18億1,327万5千円

11.1%

消防費
8億2,118万6千円

5.0%

農林水産業費
5億3,550万9千円

3.3%

商工費
8億8,982万6千円

5.5%

その他（議会費ほか）
8億8,942万6千円

5.4%

教育費
15億4,031万4千円

9.5%

特別会計 歳入総額 歳出総額

公共用地取得事業特別会計 2,932万3千円 2,917万2千円
国民健康保険特別会計 52億7,418万5千円 48億7,975万6千円
介護保険特別会計 29億7,717万5千円 29億213万2千円
後期高齢者医療特別会計 3億6,125万8千円 3億5,895万3千円
簡易水道事業特別会計 3億1,951万2千円 2億5,863万6千円
下水道事業特別会計 12億7,748万8千円 11億5,688万5千円
農業集落排水事業特別会計 1億3,553万1千円 1億2,087万3千円
財産区特別会計（8財産区）合計 4,688万円 1,411万2千円

◉ 特別会計決算額◉ 公営企業会計 《 上水道事業会計 》

※『収益的収支』とは、企業の営業にかかる収入と支出のことです。
※『資本的収支』とは、企業の建物や設備にかかる収入と支出のことです。

《 温泉事業会計 》

収益的収支
収　入 5億5,278万8千円
支　出 5億571万2千円
収　入 2億672万1千円
支　出 4億6,593万4千円

資本的収支

収益的収支
収　入 7,691万1千円
支　出 7,197万4千円
収　入 0円
支　出 1,192万円

資本的収支

税収総額
44億5,891万3千円

133,857円

わがまちの家計簿

特集

￥

平成25年度
伊豆市決算報告

◉
主
な
事
業

◎土木費
・修善寺駅周辺整備事業　6億4,782万円
◎教育費
・中伊豆中学校体育館建設事業　2億1,919万円
◎衛生費
・し尿処理施設建設事業　2億9,688万円
◎民生費
・私立保育園分運営費負担金　1億4,527万円
◎総務費
・参議院議員選挙事務事業　1,870万円

１人当たり
  換算額※

489,470円1人あたり支出額

46,240円

学校や体育施設
の改築、維持管理や
図書館などの経費

　
教育費

43,514円

市の借金などの
返済に充てる経費

　
公債費

消防団費・常設消防費
や防災無線の維持補修

などの経費
24,652円

　
消防費

ごみ処理・し尿処理費、
予防接種・健（検）診事業

などの経費
54,435円

　

衛生費

議会費・諸支出金・
災害対策費などの経費

26,700円

　
その他

120,641円

高齢者・障がい者・
児童福祉などの経費

　
民生費

55,489円

総務管理・企画財政・
税務事務などの経費

　
総務費

75,010円

道路・河川の建設、
維持補修や都市計画

（修善寺駅周辺整備事業など）
の経費

　
土木費

合計
175億

417万1千円

市税
44億5,891万3千円

25.5%

繰越金
13億3,842万2千円

7.6% 諸収入
3億3,450万3千円

1.9%
使用料・手数料

2億2,238万2千円
1.3%繰入金

2億7,730万2千円
1.6%

その他（分担金など）
３億1,165万2千円

1.8％

地方交付税
56億7,194万4千円

32.4%

国庫支出金
16億5,155万4千円

9.4%

県支出金
9億7,560万5千円

5.6%

市債
14億5,110万円

8.3%

地方譲与税
2億393万4千円

1.2%

その他
6億686万

3.4％

合計
163億

472万7千円

前年比
6億6,128万1千円増

依存
財

源
 6

0.
3％

　　　 自主財
源

 39.7％

特　集　わがまちの家計簿

※単純に税収額を人口で割ったもので、市税の負担額と
１人あたり支出額を比較するための数値です。

総額175億417万1千円

農林道の整備・
維持管理や農林業の

振興などの経費
16,076円

農林水産業費

商工振興・
観光振興にかかる経費

26,713円

　
商工費

　平成25年度の決算が9月市議会定例会で承
認されました。皆さんに納めていただいた税金
や、国や県からのお金がどのように使われたの
か、決算の概要をお知らせします。
　１人当たりの額は、平成26年３月31日現在の
人口（33,311人）で計算しています。

　平成25年度の決算が9月市議会定例会で承
認されました。皆さんに納めていただいた税金
や、国や県からのお金がどのように使われたの
か、決算の概要をお知らせします。
　１人当たりの額は、平成26年３月31日現在の
人口（33,311人）で計算しています。

問合せ／財務課☎（72）9859問合せ／財務課☎（72）9859

前年比
8億25万9千円増
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　基金は、市の預貯金のことです。
　合併後10年が経過し、平成27年
度から普通交付税（地方の財政格差
を無くすため国が交付するもの）が
減少するため、将来の事業展開に活
用できるよう、いくつかの基金を積
み立てています。

どうなの◉ 一般会計基金の状況（年度末基金残高の推移）

■ 財政調整基金
■ 減債基金
■ その他 ・社会基盤環境整備基金

・環境衛生施設整備基金
・地域福祉基金、その他

増えて
います

23年度

187,689円 199,751円 216,745円

24年度 25年度

　市債は、市の借金のことです。
　借りたお金の残高は、一般会計と特別会計の
合計で228億7,481万円となり、道路整備、学校
施設建設、下水道事業費などに使われています。

◉ 市債の状況◉ 財政の健全性を表す指標

0

50

100

150

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

671,745円 675,473円 686,860円

■ その他
■ 災害復旧費
■ 普通費

■ 下水道事業特別会計
■ 農業集落排水事業特別会計
■ 簡易水道事業特別会計
■ 上水道事業会計

　平成25年度決算について、伊豆市の財政状況
を国の基準に基づき算定したところ、健全化判断

比率は、いずれの項
目も早期健全化基準
を大きく下回ってお
り、財政の健全化が
保たれています。

早期健全
化基準

伊豆市の
算定結果

財政再生
基準

《 財政健全化比率 》

経営健全
化基準

上水道事業会計 不足なし 20.0％
温泉事業特別会計 不足なし 20.0％
簡易水道事業特別会計 不足なし 20.0％
下水道事業特別会計 不足なし 20.0％
農業集落排水事業特別会計 不足なし 20.0％
 

《 公営企業の資金不足比率 》

安心です
一般会計

特別会計

平成26年度予算 上半期執行状況 （9月30日現在）

4月から9月までの予算の執行状況をお知らせします。

歳入区分 予算額 収入済額 執行率

市税 4,382,337  2,425,671  55.4%
地方交付税 5,390,031  3,642,627  67.6%
国庫支出金 1,615,871  566,545  35.1%
県支出金 1,302,537  67,281  5.2%
市債 2,910,586  0  0.0%
地方譲与税など 796,423  352,694  44.3%
その他収入 1,910,173  1,534,475  80.3%
合計 18,307,958  8,589,293  46.9%

◉ 一般会計 （単位：千円）

区分
収入 支出

予算額 調定額 予算額 支出負担額

◉ 公営企業会計
（単位：千円）

歳出区分 予算額 支出済額 執行率

（単位：千円）

会計名 予算額 収入済額 支出済額執行率 執行率
公共用地取得事業特別会計 1,470  2,323  158.0% 0  0.0%
国民健康保険特別会計 4,942,636  2,162,307  43.7% 2,027,965  41.0%
後期高齢者医療特別会計 361,600  118,387  32.7% 66,916  18.5%
介護保険特別会計 3,272,956  1,454,468  44.4% 1,249,110  38.2%
簡易水道事業特別会計 421,471  110,418  26.2% 29,685  7.0%
下水道事業特別会計 1,377,184  509,201  37.0% 486,890  35.4%
農業集落排水事業特別会計 139,183  73,400  52.7% 55,848  40.1%
財産区特別会計（8財産区）合計 36,950  36,768  99.5% 1,630  4.4%

◉ 特別会計 （単位：千円）

収益的収支 607,414  279,143  553,618  120,378 
資本的収支 14,400  0  343,420  100,660 

《水道事業》

区分
収入 支出

予算額 調定額 予算額 支出負担額

（単位：千円）

収益的収支 81,935  38,166  76,720  19,788 
資本的収支 0  0  4,000  2,376 

《温泉事業》

（億円）

（億円）

137.2 138.3

90.492.8

市民１人当たりにすると…

伊豆市の
算定結果

市民１人当たりにすると…

　　総務費 2,321,792  782,362  33.7%
　　民生費 4,394,351  1,802,248  41.0%
　　衛生費 2,262,761  462,081  20.4%
　　土木費 2,482,583  788,871  31.8%
　　教育費 1,663,208  658,686  39.6%
　　公債費 1,480,000  677,326  45.8%
　　その他 3,703,263  1,137,321  30.7%
　　合　計 18,307,958  6,308,895  34.5%

実質赤字比率 赤字なし 13.19％ 20.0％
連結実質赤字比率 赤字なし 18.19％ 30.0％
実質公債費比率 7.1％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 16.7％ 350.0％ －

（億円）
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22.422.4

5.15.1

44.744.7

56.656.6

81.081.0

2.22.2

55.155.1

19.219.2
1.21.2

18.418.4
2.62.6

64.2

28.428.4

5.15.1

30.730.7

67.6

23.823.8

5.15.1

38.738.7

140.1

83.483.4

1.71.7

55.055.0

88.7

60.3

5.1

19.319.3
4.04.0

78.278.2

2.42.4
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集う

温泉
遊ぶ

運動

ごみ 収 集・市 役 所・  市 営 施 設 などの日程をお 知らせしま す。

市役所・市営施設などの日程市役所・市営施設などの日程市役所・市営施設などの日程
　年末年始のごみ処理施設は、大そうじなどで家庭から出されるごみ
が急増し、毎年大変混雑します。特に年末の施設内では、搬入車両に
よる大渋滞で、時間帯によっては30分以上の順番待ちをすることもあ
ります。搬入を予定している人は、12月12日（金）ごろを目安に早め
の対応をお願いします。また、大そうじなどで出たごみでも、粗大ご
み以外は、できる限り集積所に出してください。

市役所・各支所は、12月27日（土）から1月4日（日）までの期間お休みします。
公民館や運動施設などの開館も通常と異なりますので、ご注意ください。

　年末年始の日程

《各施設 ごみの受け入れ日程》

◆市営施設の営業日程 12月27日（土）

日　付 施　設

燃やせるごみ、資源ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ

燃やせるごみ

資源ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ

清掃センター

土肥戸田衛生センター

土肥リサイクルセンター

8時30分～11時

受け入れ可能なごみ

12月29日（月）

12月31日（水）
～1月2日（金）

1月4日（日）

（※1）通常とは異なり、燃やせるごみのみの受け入れとなりますので、ご注意ください。
（※）分別をしっかりせずにごみ処理施設に来ると、混雑する原因になります。『ごみの出し方便利帳』で確認・分別を

してから持ち込んでください。『ごみの出し方便利帳』は、環境衛生課、清掃センターおよび各支所に備え置くと
ともに、市ホームページからもダウンロードできます。

問合せ／ 環境衛生課☎(72)9857 　清掃センター☎(72)0163　
 土肥戸田衛生センター☎(94)2305　土肥リサイクルセンター☎(98)1575

◆各種証明書・戸籍の届け出
　各種証明書の発行、パスポートの申請・受け取りは
できません。ただし、婚姻届・出生届・死亡届などの
戸籍の届け出は受け付けできます。

受け入れ時間

1月3日（土）

8時30分～11時30分
8時30分～11時30分

燃やせるごみ、資源ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ

資源ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ

清掃センター

土肥戸田衛生センター

土肥リサイクルセンター

8時30分～12時
13時～15時

8時30分～11時30分
13時～15時

ごみの受け入れ・収集日程ごみの受け入れ・収集日程ごみの受け入れ・収集日程

12月30日（火）
休業

清掃センター

土肥戸田衛生センター

土肥リサイクルセンター

燃やせるごみ8時30分～11時30分

全施設休業

休業

清掃センター

土肥戸田衛生センター

土肥リサイクルセンター

8時30分～11時30分

《燃やせるごみの臨時収集のお知らせ》各地区の収集日程は次のとおりです。

■ 修善寺地区…12月29日（月） ■ 土肥・天城湯ケ島・中伊豆地区…12月30日（火）

◆水道のことで困ったら
　水道のことでお困りの際は、本庁、土肥支所に日
直がいますのでご連絡ください。
※水道料金に関する問い合わせ、届け出などは受け付け

できません。

○修善寺・中伊豆・天城湯ケ島地区☎(72)1111　
○土肥地区☎(98)1111

◆伊豆聖苑（火葬場）の休業日
　12月31日（水）、1月1日（木）・2日（金）

燃やせるごみ

12月28日（日） 全施設休業

燃やせるごみ8時30分～11時30分

全施設休業

1月5日（月） 全施設通常営業

※1月の収集は変則スケジュールとなっています。詳細は『平成26年度伊豆市ごみの収集カレンダー』をご覧ください。

運
動
施
設

施　設 年末年始の営業について 問合せ

文
化
施
設

そ
の
他

修善寺老人憩の家

中伊豆交流センター（白岩の湯）

休業日：12月26日（金）～1月5日（月）

休業日：12月26日（金）～1月3日（土）

☎(72)4707

☎(83)2298

8時30分～11時30分 燃やせるごみ (※1）

☎(72)9872

☎(98)3109

☎(72)9868
休業日：12月29日（月）～1月3日（土）

☎(72)1934

☎(83)1859

生きいきプラザ（市民文化ホール）

各図書館

土肥公民館

中伊豆歴史民俗資料館

修善寺郷土資料館

休業日：12月28日（日）～1月3日（土）

観
光
施
設

湯の国会館

だるま山高原レストハウス

昭和の森会館

修善寺虹の郷

天城ミュージアム

☎(87)1192

☎(72)0595

☎(85)1110

☎(72)7111

☎(75)8000

休業なし（31日：10時～21時  1日：8時～21時）　

休業なし（10時～16時30分）

休業なし（8時30分～16時30分）

休業なし（9時～16時）

休業なし（10時～17時）

☎(75)7575

☎(85)2610

☎(72)5935

☎(99)0798

☎(87)1611

修善寺体育館

中伊豆室内温水プール

天城温泉プール

狩野ドーム

狩野グラウンド

丸山スポーツ公園

中伊豆グラウンド

中伊豆社会体育館
休業日：12月29日（月）～1月3日（土）

☎(72)7379

☎(87)1050

休業なし

休業日：12月30日（火）～1月3日（土）

狩野川記念公園
（グラウンド・テニス・ゲートボール）

天城ふるさと広場
（ドーム・グラウンド・テニスなど）
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応募資格／
伊豆市内に居住または勤務する 18 歳以上の女性
募集期限／平成 27 年 1 月 31 日（土）
※募集期間終了後も随時受け付けています。
説明会／平成 27 年 2 月上旬
※応募された人だけなく、説明を聞いてみたい人も参加できます。
活動内容／
地域の防火指導や広報活動および応急手当の普及活動
※ラッパ隊では管楽器・打楽器の経験者、または未経験者でやって

みたい人も大歓迎です。
処遇など　　　

（１）制服および活動服を一式支給します。
（２）年額報酬、出動手当を支給します。
（３）公務災害補償、退職報償金、福祉共済金、表彰などの制度が    
　　 あります。

　

伊
豆
市
消
防
団
で
は
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
女
性
消
防
隊
を

設
置
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
、
地
域
の
防
火
指
導
や
広
報
活
動
お
よ
び
応

急
手
当
の
普
及
な
ど
が
中
心
で
す
。
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、

女
性
の
特
性
を
生
か
し
て
消
防
団
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

身
分
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

▲三島市消防団女性消防団員の活動
　田方支部では、熱海市・三島市・伊豆の国市・函南町消防団で女性消防団員が活躍中！

募集要項

　

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関
係
を
保
ち
、
お
金

の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
寄
付
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
政
治
家
の
寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、

そ
の
時
期
や
名
義
に
か
か
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家
名
義
の

寄
付
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
へ
の
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
よ
う
勧
誘
・
要
求
す
る

こ
と
や
、
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る

目
的
で
勧
誘
・
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
を
役
職
員
や
構
成
員
と
し
て
い
る
団
体
や
会
社

が
、
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し

た
り
、
氏
名
が
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
付
を
し
た

り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

　

後
援
団
体
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、

後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
行
事
や
事
業

に
関
す
る
寄
付
以
外
の
寄
付
を
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
時

期
や
名
義
に
か
か
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、
主

と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、
あ

い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

伊豆市消防団では
女性消防団員を募集中！

市内の女性の皆さん、

園児への花火指導　女性消防隊の制服　

応急手当訓練　女性消防隊会議　

　

次
の
も
の
は
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対

象
で
す
。

○
秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

結
婚
祝
い

○
町
内
会
の
集
会
・
旅
行
な
ど
の
催
し
物

へ
の
寸
志
、
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

○
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い

○
地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
葬
儀
の
花
輪
・
供
花

○
お
祭
り
へ
の
寄
付
、
差
し
入
れ

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
な
ど
へ
の
花
輪

○
お
歳
暮
、
お
年
賀

○
秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の

香
典

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
項
目
は
処
罰
さ
れ
る
と
、
選
挙
へ
の
立
候
補
、
選
挙
の
投
票
、
選
挙
運
動
へ
の
参

加
な
ど
が
で
き
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
☎
（
72
）
９
８
６
９

『贈らない！求めない！受け取らない！』の
『三

さん

ない運動』を徹底しましょう

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
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土肥
　 地区

■
８
０
２
０
受
賞
者

◇
森も
り

野の 

彌み

良よ
し

さ
ん
（
年
川
）

　

百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
も
歯
を
悪
く
す
る

と
死
ぬ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
好
き
な

た
く
あ
ん
を
ボ
リ
ボ
リ
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
幸
せ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
家
庭
料
理
と
、
親
か

ら
譲
り
受
け
た
良
質
な
歯
の
お
か
げ
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
朝
晩
食
後
の
歯

磨
き
を
励
行
し
、
歯
医
者
で
歯
石
を
取
っ

て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

◇
小こ

林ば
や
し 

登の
ぼ
るさ
ん
（
柏
久
保
）

　

特
に
虫
歯
や
歯
の
病
気
に
対
処
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
親
に
「
た

ば
こ
だ
け
は
絶
対
に
吸
う
な
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
遺
言
を
通
し
て
き
ま
し
た
。
毎
日
朝

食
後
と
、
寝
る
前
に
約
10
分
歯
磨
き
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
、
健
診
通
知
が
来

ま
す
と
、
必
ず
歯
科
医
院
へ
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
石い

し

井い 

誠ま
さ

行ゆ
き

さ
ん
（
牧
之
郷
）

　

ご
く
自
然
の
ま
ま
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
私
の

望
み
で
す
。
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
歯
で
、

今
で
も
し
っ
か
り
か
む
こ
と
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
三
度
の
食
事
を
楽
し
む
た
め
に

間
食
は
し
ま
せ
ん
。
歯
磨
き
は
適
当
に
行

な
い
ま
す
。
特
に
就
寝
前
は
少
し
丁
寧
に

磨
い
て
い
ま
す
。

◇
右う

原は
ら 

知と
も

子こ

さ
ん
（
加
殿
）

　

あ
る
時
歯
が
痛
く
て
歯
医
者
に
飛
び
込
む

と
、
先
生
に
「
こ
の
ま
ま
だ
と
歯
は
抜
け
て

入
れ
歯
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
し
ば
ら
く
治
療
に
通
い
、
先
生
、
ス

タ
ッ
フ
の
人
に
歯
の
磨
き
方
や
歯
ブ
ラ
シ
の

使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
今
は
2
カ

月
に
１
回
の
健
診
も
必
ず
通
っ
て
い
ま
す
。

■
７
５
２
０
受
賞
者

木
内 

智
子
さ
ん
、
野
田 

譲
さ
ん
、

鈴
木 

静
枝
さ
ん
、
波
多
野 

久
江
さ
ん
、

寺
田 

礼
子
さ
ん
、
水
口 

巧
さ
ん
、

野
田 

昭
さ
ん

土肥
　 地区

■
８
０
２
０
受
賞
者

◇
小お

野の 

美み

代よ

子こ

さ
ん
（
上
白
岩
）

　

子
育
て
を
終
え
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

歯
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
定
期
的
に
歯
の
健
診
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
生
活

習
慣
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
後
の
歯
間

に
は
気
を
使
う
よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

◇
高た
か

橋は
し 

貞て
い

子こ

さ
ん

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
食
事
後
の
歯
磨
き

を
両
親
に
教
え
ら
れ
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
食
べ
物
も
煮
干
し
や
昆
布

な
ど
歯
に
良
い
物
を
多
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
良
い
歯
に
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◇
久く

保ぼ

田た 

淳あ
つ

子こ

さ
ん
（
上
白
岩
）

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
歯
磨
き
は
朝
起
き
た

と
き
だ
け
で
し
た
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か

夜
も
磨
く
よ
う
に
な
り
、
食
後
に
磨
く
の

は
近
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
子
ど
も
の

こ
ろ
は
肉
料
理
よ
り
魚
料
理
の
食
事
が
多

か
っ
た
で
す
。
小
骨
の
あ
る
魚
が
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
食

事
が
今
に
な
っ
て
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
『
歯し

育い
く

』

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
小こ

塚づ
か 
貞さ
だ

夫お

さ
ん
（
下
白
岩
）

　

毎
日
食
後
の
歯
磨
き
、
中
間
で
も
よ
く

う
が
い
を
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科

健
診
に
行
き
、
健
康
な
歯
を
保
て
る
よ
う

普
段
か
ら
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◇
若わ
か

畑は
た 

俊と
し

夫お

さ
ん
（
貴
僧
坊
）

　

今
思
え
ば
、若
い
こ
ろ
か
ら
歯
は
丈
夫

な
方
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。特
別
な

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。近
年
で
は
歯
科

医
院
か
ら「
6
カ
月
健
診
で
す
よ
」と
の
電

話
を
い
た
だ
い
て
健
診
に
行
き
、歯
磨
き

や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

も
ら
い
、入
れ
歯
の
無
い
人
生
を
送
っ
て
い

ま
す
。食
べ
物
は
何
で
も
い
た
だ
き
ま
す
。

■
７
５
２
０
受
賞
者

藤
原 

傳
一
さ
ん
、
工
藤 

貞
男
さ
ん
、

高
橋 

潔
さ
ん
、
杉
山 

常
雄
さ
ん

土肥
　 地区

■
８
０
２
０
受
賞
者

◇
菊き
く

地ち 

盛も
り

之ゆ
き

さ
ん
（
本
柿
木
）

■
７
５
２
０
受
賞
者

浅
田 

芳
男
さ
ん
、
堀
江 

み
ち
子
さ
ん
、

山
崎 

伸
司
さ
ん

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

　

歯
と
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
何
よ
り
も
食
生
活
を
豊
か
に
し
、
快

適
な
人
生
を
送
る
の
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
今
年
は
『
い
い
歯
の
お
年
寄
り

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
（
歯
科
医
師
会
主
催
）』
で
10
人
、『
い
い
歯
で
い
き

い
き
７
５
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
（
市
主
催
）』
で
14
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
０
２
０
受
賞
者
に
い
い
歯
を
保
つ
秘ひ

訣け
つ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
『
８
０
２
０
（
80
歳
で
20
本
以
上
の
自
分
の
歯

を
保
つ
こ
と
）』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

修善寺
地区

中伊豆
地区

天城
湯ケ島
地区

　　8
ハチ

0
マル

2
ニイ

0
マル

受賞者 に聞きました！

いい歯 のワケ問合せ／健康増進課☎（72）9861▲ 8020 受賞者の皆さん（左から、小塚貞夫さん、若畑俊夫さん、小野美代子さん、
久保田淳子さん、石井誠行さん、右原知子さん、小林登さん、森野彌良さん）
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伊
豆
市
消
防
団
の
秋
季
演
習

▲小型ポンプ操法で敬礼をする選手たち

　

11
月
９
日（
日
）、中
伊
豆
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
伊
豆
市

消
防
団
の
秋
季
演
習
が
行
な
わ
れ
、お
よ
そ
４
３
０
人

の
団
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。演
習
で
は
、各
方
面
隊
の

代
表
選
手
が
、訓
練
礼
式
、ポ
ン
プ
車
操
法
、小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
3
部
門
で
速
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
約
1
カ
月
の
間
、仕
事
な
ど
の
合
間

を
縫
っ
て
、練
習
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。本
番
で
は
、

ど
の
選
手
も
素
早
く
正
確
な
動
き
で
、練
習
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
披
露

▲教育長に寄付金を渡す野
の

田
だ

政
まさひろ

宏会長と公
こう

野
の

千
ち

歳
とし

副会長

図
書
購
入
に
寄
付
金

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
か
ら

　

11
月
7
日（
金
）、市
役
所
中
伊
豆
支
所
で
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
自
治
会
か
ら
修
善
寺
図
書
館
の
図
書
購
入
に

使
わ
れ
る
寄
付
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、11
月
2
日（
日
）に
同
自
治
会
が

開
催
し
た『
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
』で
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
皆
さ
ん
か
ら
募
金
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。金
額

は
、3
万
２
５
６
３
円
。ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
の
野

田
政
宏
会
長
は
、「
ぜ
ひ
図
書
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

来
季
の
所
属
リ
ー
グ
を
懸
け
！

▲大勢の観客が声援を送る中、切れのある動きを見せる選手たち

11
月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）、天
城
ド
ー
ム
で

『
第
47
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
1
・
2

部
入
替
戦
』が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
期
の
リ
ー
グ
戦
が
終
了
し
、来
季
の
所
属
リ
ー

グ
を
懸
け
て
、1
部
リ
ー
グ（
11
位
）の
ペ
ヤ
ン
グ（
群

馬
県
）と
2
部
リ
ー
グ（
2
位
）の
靜せ
い
こ
う甲（
静
岡
県
）

が
対
戦
し
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
気
持
ち
の
込

も
っ
た
試
合
を
繰
り
広
げ
最
終
戦
ま
で
も
つ
れ
た
結

果
、ぺ
ヤ
ン
グ
が
1
部
残
留
と
な
り
ま
し
た
。

▲息の合った舞を見せる参加者

市
民
に
よ
る
作
品
発
表

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
作
品
が
そ
ろ
う

　

10
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）、生
き
い
き
プ
ラ
ザ

で『
伊
豆
市
民
文
化
祭
』音
楽
・
芸
能
部
門
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、市
内
53
団
体
が
声
援
や
手
拍

子
な
ど
の
温
か
い
雰
囲
気
の
中
、ダ
ン
ス
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）
、
8
日

（
土
）・
9
日（
日
）に
市
内
各
地
で
展
示
部
門
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。絵
画
や
書
な
ど
の
市
民
の
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、訪
れ
た
観
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日（
日
）、天
城
ド
ー
ム
で『
第
2
回
み
ん

な
の
運
動
会
in
天
城
ド
ー
ム
』を
開
催
し
、多
く
の
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、親
子
や
友
達
の
連
携
が
試
さ
れ
る

『
親
子
で
障
害
物
競
争
』や『
風
船
リ
レ
ー
』な
ど
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。『
み
ん
な
の
リ
レ
ー
』で
は
、各

チ
ー
ム
が
優
勝
を
目
指
し
白
熱
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、競
技
に
は
、市
長
や
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
も
参
加
し
、多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

親
子
で
汗
を
流
す

『
第
２
回
み
ん
な
の
運
動
会
』
を
開
催 ▲優勝の歓喜に沸く『みんなのリレー』

▲市長や観光関係者などによるパネル討論

津
波
へ
の
対
策
を
考
え
る

津
波
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

　

11
月
2
日
（
日
）
、土
肥
小
学
校
で
土
木
学
会
の

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て『
津
波
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
４
～
伊
豆
西
海
岸
の
津
波
防
災
対
策
を
考

え
る
～
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、東
京
大
学
大
学
院
の
佐
藤
愼

司
教
授
に
よ
る
津
波
防
災
に
つ
い
て
の
講
演
の
ほ
か
、

市
長
や
観
光
関
係
者
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
も
行

な
わ
れ
、観
光
業
と
津
波
対
策
の
両
立
な
ど
の
地
元

の
実
情
に
即
し
た
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
消
費
者
金
融
か
ら
の
借
り
入
れ
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

の
利
用
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、あ
る

い
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
も
の
の

そ
の
後
の
収
入
状
況
の
悪
化
な
ど
に

よ
っ
て
、借
り
て
は
返
す
と
い
う
多

重
債
務
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
な
状
態
に
乗
じ

て
ヤ
ミ
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化
業
者

な
ど
の
違
法
な
事
業
者
が
貸
し
付
け

を
行
な
う
な
ど
し
て
事
態
が
さ
ら
に

深
刻
に
な
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
な
多
重
債
務
に
つ
い

て
は
、法
的
に
解
決
す
る
手
段
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
に

市
町
村
の
担
当
窓
口
や
専
門
家
に
早

期
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　   

司
法
書
士 

山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

あ
ま
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『多重債務 一人で悩まず相談を！』

い
じ
め
根
絶
を
目
指
し
て

い
じ
め
根
絶
を
目
指
し
て

い
じ
め
根
絶
を
目
指
し
て

修善寺南
小学校

土肥
中学校

木
枯
や
山
芋
洗
ふ
夫
の
指

　
　
　
　
　
　い
づ
み
（
湯
ケ
島
）

軋
み
行
く
単
線
見
ゆ
る
師
走
か
な

　
　
　文
子
（
八
幡
）

雪
富
士
の
薄
紅
色
に
明
け
初
む
る

　
　
　陽
子
（
冷
川
）

師
走
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
猫
眠
る

　
　
　道
子
（
上
白
岩
）

音
も
な
く
蠟
八
の
夜
坐
更
け
に
け
り

　
　修
愚
（
上
白
岩
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

全
校
で
取
り
組
む
健
康
な
体
づ
く
り

全
校
で
取
り
組
む
健
康
な
体
づ
く
り

全
校
で
取
り
組
む
健
康
な
体
づ
く
り

　
全
国
各
地
で
は
、い
ま
だ
に
い
じ

め
が
減
少
し
な
い
こ
と
や
、そ
れ
に

起
因
し
た
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も

聞
か
れ
ま
す
。最
近
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
目
に
見
え
な
い

所
で
の
陰
湿
な
誹
謗
中
傷
や
、
仲

間
外
れ
な
ど
の
話
題
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。今
こ
そ
、
子
ど
も
も
教
職

員
も『
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
行
為
』
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、『
修
善
寺

南
小
学
校
な
か
よ
し
宣
言
』を
、
児

童
・
教
師
一
丸
と
な
っ
て
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
教
育
目
標
は
、『
自
ら
学

び
豊
か
な
心
で
た
く
ま
し
く
行
動

す
る
生
徒
』
の
育
成
で
す
。今
回

は
、
健
康
な
体
づ
く
り
か
ら
た
く

ま
し
さ
を
育
て
る
全
校
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
体
づ
く
り
の
基
本
は
、

①『
意
欲
』、②『
継
続
』、③『
正
し

い
知
識
』だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　『
意
欲
』
を
高
め
る
た
め
に
最
も

大
切
な
の
は
、
日
常
の
体
育
の
授

業
で
す
。先
日
、
マ
ッ
ト
運
動
の
授

業
を
行
な
い
ま
し
た
。新
任
の
I

先
生
は
、
苦
手
な
生
徒
も
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、音
楽
に

合
わ
せ
て
数
人
が
同
時
に
行
な
う

『
集
団
マ
ッ
ト
運
動
』
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。ま
た
、
自
分
た
ち
で
互
い

の
動
き
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
ー
や
リ
プ
レ

イ
装
置
も
準
備
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
生
徒
は
意
欲
的
に

練
習
を
行
な
い
、
技
も
上
達
し
ま

し
た
。

　
次
に
『
継
続
』
で
す
。１
周
約
１

㎞
の
堤
防
を
２
周
す
る
『
全
校
運

動
』を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
、
年

間
を
通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。も

う
30
年
以
上
も
続
い
て
い
る
本
校

の
特
色
の
一
つ
で
す
。

　
最
後
は
、『
正
し
い
知
識
』
を
身

に
付
け
、そ
れ
を
家
庭
に
も
広
げ
て

い
く
取
り
組
み
で
す
。『
健
康
家
族

会
議
』
と
称
す
る
そ
の
取
り
組
み

は
、
歯
科
教
室
や
薬
学
講
座
な
ど
、

健
康
に
関
す
る
講
座
の
後
、
家
庭

に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
う
と
い
う
も
の
で

す
。生
徒
が
自
分
の
健
康
を
意
識

し
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、家
庭
の
協
力
が
大
切
で
す
。

　
健
康
家
族
会
議
を
行
な
う
こ
と

で
、家
族
と
と
も
に
健
康
の
保
持
・

増
進
に
つ
い
て
意
識
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

◆
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

①『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

②
路
上
に
放
置
せ
ず
駐
輪
場
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
内
で
振
り
込
め
詐
欺
未
遂

　
10
月
下
旬
、
市
内
の
60
歳
代
の

男
性
が
証
券
会
社
の
社
員
を
名
乗

る
犯
人
か
ら
、
現
金
を
宅
配
便
に

て
送
付
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
ま
し

た
が
、
宅
配
業
者
の
協
力
に
よ
り
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◎
県
内
で
現
金
送
付
型
の
詐
欺
が

多
発
し
て
い
ま
す
。「
宅
配
便
・

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
・
ゆ
う
パ
ッ
ク
で

金
を
送
れ
」と
い
う
言
葉
は
詐
欺

で
す
。電
話
で
金
を
要
求
す
る
話

は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、
必
ず
家

族
や
ご
近
所
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。怪
し
い
話
は
、
迷
わ
ず
警

察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
審
者
事
案
が
発
生

と
き
／
10
月
27
日（
月
）16
時
過
ぎ

と
こ
ろ
／
伊
豆
の
国
市
四
日
町
付
近

内
容
／
徒
歩
で
下
校
し
て
い
た
女

子
中
学
生
に
対
し
て
、
下
半
身
を

凝
視
し
た
た
め
、
不
審
に
思
い
、
そ

の
場
か
ら
逃
げ
た
。

不
審
者
情
報
／
濃
い
緑
色
の
長
袖

シ
ャ
ツ
を
着
た
50
歳
〜
60
歳
の
男
。

●
年
末
は
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
！

　
大
仁
署
管
内
で
は
、
自
転
車
盗

と
万
引
被
害
が
前
年
に
比
べ
増
加

し
て
い
ま
す
。特
に
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
よ
る
万
引
は
全
体
の
約
64

％
を
占
め
、
そ
の
7
割
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
参
加
し
て
い
な
い
な
ど

の
統
計
が
出
て
い
ま
す
。

　
師
走
に
入
り
、
ま
ち
の
様
子
も

慌
た
だ
し
さ
を
感
じ
る
こ
の
時
期

は
、
空
き
巣
や
車
上
狙
い
や
ひ
っ
た

く
り
な
ど
身
近
な
犯
罪
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

　
年
末
は
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
が

集
ま
る
機
会
で
す
。犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
家
族
全
員
で

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。思
い
も

よ
ら
ぬ
犯
罪
や
事
故
に
遭
う
こ
と

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
県
内
一

斉
に
、
12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で

の
間
、
年
末
特
別
警
戒
を
行
な
い

ま
す
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
住
宅
な
ど
へ
の
侵
入
盗

①
玄
関
や
勝
手
口
な
ど
は
必
ず
施

錠
し
ま
し
ょ
う
。

②
風
呂
場
や
ト
イ
レ
の
窓
も
忘
れ

ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

◆
車
上
狙
い

①
車
内
に
バ
ッ
ク
や
貴
重
品
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
自
宅
の
駐
車
場
で
も
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
じ
め
の
な
い
学
校
、い
じ
め
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、学
校

を
含
め
た
地
域
社
会
全
体
に
課
せ

ら
れ
た
国
民
的
な
課
題
で
す
。昨

年
9
月
に
は
、
社
会
総
掛
か
り
で

い
じ
め
問
題
に
対
峙
す
る
た
め
、

『
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
』
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
善
寺
南
小
学
校
で
も
、
全
員

が
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
た
め
、

『
修
善
寺
南
小
学
校
な
か
よ
し
宣

言
』
を
発
令
し
ま
し
た
。学
校
中
に

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
毎
学
期
始

め
の
朝
会
で
は
、
学
校
長
に
続
き

全
員
で
唱
和
し
て
、
い
じ
め
根
絶

を
誓
っ
て
い
ま
す
。

▲全校児童による『修善寺南小学校なかよし宣言』

▲集団マット運動に取り組む生徒

ろ
う
は
ち

つ
ま

【修善寺南小学校なかよし宣言】

　わたしたちは、よい学校をつくるた
めに、みんなでいじめをなくすことを
目指して、次のことを宣言します。

一、わたしは　いじめをしません
一、わたしは　いじめをさせません
一、わたしは　友だちを大切にします

た
い
じ

ひ
ぼ
う

き
し

そ

よ 

ざ  

ふ
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　みんな なかよし 元気な子
◆重点目標　○思いやりのある子ども
　　　　　　○自己表現のできる子ども
　　　　　　○たくましい子ども

　　　　　　

湯ケ島幼稚園湯ケ島幼稚園

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　
湯
ケ
島
幼
稚
園
は
、
３
歳
児
３
人
、
４
歳
児
９
人
、

５
歳
児
７
人
、
計
19
人
が
在
籍
す
る
小
規
模
園
で
す
。

　
近
く
に
お
寺
や
『
さ
く
ら
の
里
公
園
』
が
あ
り
、
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。 『
み
ん
な 

な
か
よ
し 

元
気
な
子
』
を

目
標
に
、
保
育
士
や
友
達
、
異
年
齢
児
と
か
か
わ
り
な

が
ら
、
仲
間
の
中
で
育
っ
て
い
く
よ
う
に
保
育
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
で
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
地
域
の
保

育
園
、
幼
稚
園
の
園
児
や
中
学
生
と
の
交
流
を
持
ち
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
学
ん
だ
り
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
触
れ
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
思
い
を
言
葉

で
伝
え
、
相
手
の
話
を

し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と

の
大
切
さ
を
知
り
、
想

像
力
を
養
う
よ
う
に
、

保
育
士
や
保
護
者
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
時
間
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
簡
単
な
野
菜
の

栽
培
・
収
穫
を
行
な
い

ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
思
い
や
り
が
あ
り
、
自
己
表

現
が
で
き
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
な
る
よ
う
に
保
育

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　谷を埋め立てた溶岩の上を流れるこの渓谷は、一
枚岩の岩肌を美しく磨き上げ、秋には岩肌に映える
紅葉や水面に反射する紅葉を楽しむことができます。
　紅葉は11月中旬から下旬にかけてが見ごろです。
　『秋色』を渓谷のせせらぎとともに満喫することが
でき、自然が作り上げた芸術に立ち止まって見入って
しまうほどの美しい景色です。
　皆さんもこの『作品』をご覧に滑沢渓谷を訪れてみ
てはいかがでしょうか？
　また、冬には岩肌に積雪した様子を見ることがで
き、四季折々に表情を変える滑沢渓谷をお楽しみい
ただけます。

滑沢渓谷
な め さ わ け い こ く

水流が磨き上げた自然の芸術

　
常
日
ご
ろ
地
域
の
皆
さ
ん
や
仲
間
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
身
に
感
じ
、
感

謝
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
笑
い
の
絶
え
な
い
店
づ
く
り
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
イ
ズ
シ
カ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
シ
カ

肉
を
通
し
地
域
を
活
性
化
で
き
た
ら
と
思

い
、ジ
ビ
エ
料
理
の
研
究
や
、シ
カ
革
を
使

っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
小
物
の
製
作
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。イ
ズ
シ
カ
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
創
設
時
は
、「
た
だ
仲
間
と
楽
し
く

酒
を
酌
み
交
わ
す
機
会
が
増
え
る
な
」
と

簡
単
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ズ
シ
カ

の
勉
強
を
す
る
に
つ
れ
、
農
作
物
の
莫
大

な
被
害
や
山
の
現
状
な
ど
を
知
り
、
危
機

感
を
持
ち
ま
し
た
。自
分
た
ち
の
活
動
が

少
し
で
も
伊
豆
市
の
た
め
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

浅田 太郎 さん浅田 太郎 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
お
客
さ
ん
が
、
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
酔

っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
姿
や
、
新
し
い
メ
ニ
ュ

ー
を
出
し
て
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
姿
を

見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
一
度
き
り
で
は

な
く
伊
豆
に
来
た
と
き
に
は
必
ず
寄
っ
て

く
れ
た
り
、
店
を
通
し
て
お
客
さ
ん
同
士

の
つ
な
が
り
が
で
き
た
り
、
お
付
き
合
い

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

や
り
が
い

36歳 （湯ケ島）36歳 （湯ケ島）【趣味】
レザークラフト

【ストレス解消法】
飲み明かすこと

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

    RAIZU‒来伊豆ｰ    RAIZU‒来伊豆ｰ

Vol.9Vol.9

あ さ だ 　 た ろう

　

　
店
名
の『
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ（
ラ
イ
ズ
）』の
由

来
は
、
英
語
の
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ（
太
陽
や
月
が
昇

る
）
な
ど
の
意
味
か
ら
用
い
ま
し
た
。『
上

昇
す
る
』、『
上
を
目
指
す
』そ
ん
な
気
持
ち

で
常
に
新
メ
ニ
ュ
ー
や
新
し
い
店
づ
く
り

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
ラ
イ
ズ
』
を
ロ
ー
マ
字
で
書
く

と
『
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
』
と
な
り
漢
字
で
の
当
て

字
で『
来
伊
豆
』と
当
て
込
み
ま
し
た
。「
み

ん
な
に
伊
豆
に
来
て
ほ
し
い
」そ
ん
な
意
味

も
込
め
て
店
名
の
表
記
は
『
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
』

と『
来
伊
豆
』の
二
つ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
名
の
と
お
り
多
く
の
人
が
伊
豆
を

訪
れ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

▲地域の皆さんと野菜を収穫 ▲ＡＬＴの時間で英語を学んだよ！

▲滑らかな水の流れに心がうばわれます

ラ イズ

（湯ケ島126-1）
RAIZU

湯ケ島郵便局

湯ケ島幼稚園
至下田

至修善寺

天城会館

滑沢渓谷滑沢渓谷
竜姿の滝井上靖文学碑

至下田

至修善寺

本谷川

道の駅『天城越え』
伊豆半島ジオパーク
天城ビジターセンター

414
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2014. 1219 2014. 12 18

お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

11
月
・
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

期
限
内
に
納
税
し
た
人
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
静
岡
県
と
県
内
全
市
町
が
連

携
し
、
11
月
と
12
月
を
『
滞
納
整
理
強
化

月
間
』
と
定
め
、
税
の
徴
収
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
滞
納
の
解
消
に
向
け
て

　

市
で
は
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
の
確

認
が
で
き
な
い
人
に
、
督
促
状
や
催
告
書

の
送
付
、
電
話
に
よ
る
納
税
催
告
な
ど
、

自
主
納
付
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
者
に
は
給
与
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
、
動
産
、
不
動
産
な
ど

の
財
産
を
差
し
押
え
、
さ
ら
に
公
売
処
分

を
実
施
し
、
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

☆
安
心
・
安
全
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

口
座
振
替
は
、
指
定
し
た
口
座
か
ら
自

動
的
に
振
替
納
付
が
で
き
る
制
度
で
す
。

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
や
、
納
め
忘
れ
が

な
く
な
り
安
心
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関

や
市
役
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
納
税
が
困
難
な
場
合
は

　

生
活
困
難
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
期

限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
税
務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
３

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

日
程
／
12
月
15
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ

運
動
の
重
点
／

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

（『
自
発
光
式
反
射
材
』
の
着
用
と
夕
暮

れ
時
『
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
』
の
励
行
）

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

☆
『
思
い
や
り
横
断
、
日
本
一
！
』
を

　

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
歩
行
者
を
優

先
し
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
停

車
し
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
対
し

て
会
釈
な
ど
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。「
お
先
に
ど
う
ぞ
」、「
あ
り
が
と

う
」
で
お
互
い
気
持
ち
よ
く
！
交
通
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

☆
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

　

許
さ
な
い
！

　

忘
年
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
多

い
こ
の
時
期
。「
1
杯
く
ら
い
…
」
と
い
う

少
し
の
気
の
緩
み
が
、
大
事
故
を
生
み
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
思

い
や
り
の
心
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

２
０
１
５
年
版

静
岡
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

　

県
民
手
帳
は
、
静
岡
県
の
概
要
を
は
じ

め
、
県
内
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
『
ふ

る
さ
と
の
歳
時
記
』
や
『
統
計
デ
ー
タ
』、

『
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
』
な
ど
生
活
に
役
立

つ
情
報
が
満
載
で
す
。

　

表
紙
が
富
士
山
の

特
装
版
の
表
紙
は
、

４
種
類
に
着
せ
替
え

が
で
き
ま
す
。
市
内

で
は
、
次
の
販
売
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

規
格
・
価
格
／

表
紙
色
…
紺
色

○
大
型
版
（
特
装
版
）（
14
・
５
㎝
×
９
㎝
）

７
０
０
円
（
税
込
）

○
大
型
版
（
通
常
版
）（
14
・
５
㎝
×
９
㎝
）

７
０
０
円
（
税
込
）

○
小
型
版
（
12
㎝
×
７
・
３
㎝
） 

　

６
０
０
円
（
税
込
）

市
内
販
売
所
／
在
庫
状
況
に
つ
い
て
は
、

各
販
売
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
長
倉
書
店
（
柏
久
保
）

　

☎
（
72
）
０
７
１
３

〇
ツ
タ
ヤ
修
善
寺
店
（
柏
久
保
）

　

☎
（
72
）
８
８
７
７

〇
渡
辺
書
店
（
土
肥
）

　

☎
（
98
）
０
０
３
１

※
市
役
所
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
が
４
人
以

上
い
る
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、

12
月
中
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

票
を
持
っ
た
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
か
、

ま
た
は
総
務
省

か
ら
直
接
郵
送

で
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
時

期
と
は
思
い
ま

す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
が
、
次
の

店
舗
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〇
中
豆
授
産
所
（ 

加
殿
９
５
７
―
１
） 

　

☎
（
72
）
５
２
５
１

〇
え
ー
る
（
下
白
岩
７
０
０
―
１
）

　

☎
（
83
）
５
１
０
２

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

お
知
ら
せ

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の

入
園
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
（
教
育
部
）
の
入

園
願
書
な
ど
は
、
こ
ど
も
課
、
各
支
所
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
に
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
・
こ
ど
も
園
（
保
育
部
）
の
新

規
・
継
続
入
園
申
込
書
な
ど
を
、
お
持
ち

の
人
も
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
12
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
、
こ

ど
も
課
、
各
支
所
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の

い
ず
れ
か
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
市
町
村
へ
の
入
園
申
し
込
み
は
、

12
月
５
日
（
金
）
ま
で
の
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

福
祉
資
金
貸
付
制
度
を
開
始

　

静
岡
県
で
は
、
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
人
も
福
祉
資
金
貸
付
制
度

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校

な
ど
の
入
学
に
か
か
る
就
学
資
金
や
支
度

金
の
貸
し
付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
就

学
資
金
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
０

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
『
児
童
扶
養

手
当
法
』
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
老
齢
年
金
な
ど
）
を
受
給
す

る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
以
降
、
年
金
額
が

児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、
そ
の

差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
／
こ
ど
も
課
、
各
支
所
に
備

え
置
く
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
開
始
／
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら

支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
平
成
26
年
12

月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し

た
場
合
は
、
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

※
12
月
～
平
成
27
年
３
月
分
の
手
当
は
、

翌
４
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
参
考
・
12
月
１
日
現
在
）
／

〇
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
４
１
０
２
０
円

　

一
部
支
給
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

４
１
０
１
０
円
～
９
６
８
０
円

〇
児
童
２
人
以
上
の
場
合

　

２
人
目
５
千
円

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
３
千
円

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

児
童
扶
養
手
当
支
払
い
に
つ
い
て

　

12
月
定
時
支
払
（
８
月
～
11
月
分
）
は
、

12
月
11
日
（
木
）
に
支
給
し
ま
す
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
に
て
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
へ

障
害
者
控
除
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
年
末
調
整
・

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
介
護
保

険
で
要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

手
続
き
／
対
象
者
に
は
『
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
交
付
申
請
書
』
を
郵
送
し
ま

す
。
認
定
書
が
必
要
な
人
は
、
必
要
事
項

を
記
入
し
た
申
請
書
と
印
鑑
を
持
参
し
、

次
の
提
出
先
の
窓
口
で
認
定
書
を
受
領
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

○
修
善
寺
地
区
・
市
外
の
人
…

　

長
寿
介
護
課

○
土
肥
・
天
城
湯
ケ
島
・
中
伊
豆
地
区
の

人
…
各
支
所

※
現
在
更
新
申
請
中
の
人
な
ど
、
12
月
31

日
現
在
の
介
護
度
が
不
明
の
人
は
、
介

護
度
が
決
定
さ
れ
次
第
、
申
請
書
を
発

送
し
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

12
月
３
日
～
９
日
は
『
障
害
者
週
間
』

～
互
い
に
認
め
助
け
合
う
社
会
に
～

　

普
段
の
生
活
や
仕
事
な
ど
の
社
会
生
活

を
営
む
上
で
何
も
支
障
の
な
い
人
は
、
障

が
い
は
自
分
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
考

え
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
な

ど
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
障
が
い
の
あ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
外
見
で
は
障
が

い
の
な
い
人
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
人

も
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
な
い
人
に

と
っ
て
も
病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い
の

状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
同
じ

社
会
の
一
員
と
し
て
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
で
障
が
い
や
障
が

い
の
あ
る
人
の
こ
と
を
知
り
、
身
近
な
こ

と
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

期
間
中
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
生
き
い
き
プ

ラ
ザ
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
が
作
っ
た
製
品
や
、
活
動
の
様
子
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３▲『農の駅』での PR 活動（昨年の様子）コウちゃん（左）　 コウミちゃん（中）　コウギーくん（右）
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お知らせ
が
ん
検
診
の
追
加
実
施
に
つ
い
て

　

10
月
末
で
終
了
し
た
肺
・
胃
・
大
腸
が

ん
検
診
の
追
加
検
診
を
、
平
成
27
年
１
月

に
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
症
状
が

な
い
と
き
こ
そ
検
診
を
受
け
て
、
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
で
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
、

治
療
期
間
、
治
療
費
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
集
団
検
診
や
職
場
の
検
診
、
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

〇
平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）・
14
日
（
水
）

８
時
30
分
～
10
時
30
分 

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

〇
平
成
27
年
１
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

８
時
30
分
～
10
時　

中
伊
豆
温
泉
病
院

（
病
院
施
設
の
下
の
駐
車
場
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。
受
付
時
間
内
に
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

検
診
内
容
と
自
己
負
担
金
／

〇
肺
が
ん
検
診

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
２
０
０
円

　

喀か
く
た
ん痰

検
査
（
希
望
者
の
み
）
…
３
０
０
円

〇
胃
が
ん
・
バ
リ
ウ
ム
検
査
…
千
円

〇
大
腸
が
ん
・
便
潜
血
２
日
法
…
５
０
０
円

持
ち
物
／
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
、
希
望

す
る
検
診
の
受
診
票
、
自
己
負
担
金
、
便

の
検
体
（
大
腸
が
ん
検
診
希
望
者
）

※
便
の
容
器
は
、
健
康
増
進
課
ま
た
は
、

各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
も

可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
、
12
月

末
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

特
定
健
診
の
追
加
実
施
に
つ
い
て

　

市
で
は
、特
定
健
診
未
受
診
の
人
に
『
受

診
勧
奨
の
ご
案
内
』
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
送
付
さ
れ
た
受
診
券
は
、
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
な
く
さ

れ
た
人
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
市
民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
立
腺
が
ん
、
肝
炎
検
査
も
同

時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
期
間
／

12
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

※
診
察
日
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
各
医
療
機
関
に
確
認
の
上
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

24
時
間
無
料
の
電
話
健
康
相
談

『
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』

　
『
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』
は
、
伊
豆
市
民

専
用
、24
時
間
無
料
の
電
話
健
康
相
談
で
す
。

　

医
療
、
介
護
、
育
児
な
ど
の
ご
相
談
や
、

医
療
機
関
情
報
の
提
供
な
ど
、
経
験
豊
か

な
相
談
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
や
看
護
師
）
が
、

親
切
・
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
厳
守
さ
れ
安
心
！
悩

ま
ず
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

例
え
ば
こ
ん
な
と
き
に
／

〇
子
ど
も
が
夜
中
に
熱
を
出
し
た
、
ど
う

し
よ
う
？

〇
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付

け
た
ら
い
い
の
？

〇
反
抗
期
、
ど
う
接
し

た
ら
い
い
？

〇
お
も
ち
ゃ
の
部
品
を

誤
飲
し
て
し
ま
っ
た
、

ど
う
し
よ
う
？

〇
夜
間
、
休
日
に
受
診

で
き
る
医
療
機
関
を

知
り
た
い
。

※
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で

も
緊
急
時
に
限
ら
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

『
い
ず
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？　

　
『
い
ず
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
と
は
、

『
運
動
』、『
食
生
活
』、『
社
会
参
加
』、『
定

期
的
な
健
診
』、『
禁
煙
』
な
ど
の
目
標
を

決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
が

す
べ
て
た
ま
っ
た
ら
特
典
に
応
募
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。

対
象
／
20
歳
以
上
の
市
民
（
在
勤
も
含
む
）

応
募
期
限
／
平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

☆
ど
う
や
っ
て
や
る
の
？

①
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
よ
う

　

冊
子
は
、
市
民
課
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
ロ
ビ
ー
、
健
康
増
進
課
）、
各
支
所
な
ど

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
よ
う

　

ポ
イ
ン
ト
は
全
部
で
55
点
で
す
（
目
標

達
成
ポ
イ
ン
ト
45
点
、
ボ
ー
ナ
ス
10
点
）。

③
応
募
し
よ
う

　

健
康
増
進
課
へ
郵
送
す
る
か
、
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
応
募
が
で
き
ま
す
。

☆
応
募
特
典

①
55
点
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、

『
ふ
じ
の
く
に
健
康
い
き
い
き
カ
ー
ド

（
※
）』
と
交
換
し
ま
す
。

（
※
）
県
内
の
加
盟
店
で
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が

あ
り
ま
す
。
加
盟
店

や
特
典
の
詳
細
は
、

カ
ー
ド
の
交
換
時
に

一
覧
を
お
渡
し
す
る

と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

②
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
!!
抽
選
で
『
い
ず
っ

ち
商
品
券
』
や
『
活
動
量
計
』
が
当
た

り
ま
す
。
抽
選
は
３
月
の
予
定
で
す
。

当
選
は
、
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ
／

　

〒
４
１
０
―
２
４
１
３

　
　

伊
豆
市
小
立
野
３
８
―
２

　
　
　

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

『
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
』に
ご
協
力
を
！

　

市
で
は
、
学
校
の
休
業
日
を
前
に
、『
あ

い
さ
つ
運
動
』
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
通
学
路
や
バ

ス
停
付
近
で
、
地
域
の
大
人
が
あ
い
さ
つ
や

声
掛
け
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

地
区
、
学
校
、
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き
／
12
月
19
日
（
金
）

と
こ
ろ
／
各
地
区
通
学
路
な
ど

合
言
葉
／

『
声
か
け
で 

つ
な
が
る
人
の
輪 

地
域
の
輪
』

内
容
／
児
童
生
徒
に
対
す
る
『
あ
い
さ
つ
』

や
『
声
掛
け
』
の
実
施

※
登
下
校
の
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

平
成
27
年
度
採
用

伊
豆
市
任
期
付
職
員
募
集

募
集
職
種
／
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

任
期
／
１
年
（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
）

募
集
人
数
／
７
人

試
験
／
書
類
選
考
、
面
接

申
込
み
／
募
集
案
内
や
申
込
書
は
総
務
課

で
配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

12
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
や
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１

伊
豆
市
駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

と
き
／
平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）

開
会
式
９
時
、
ス
タ
ー
ト
10
時
（
少
雨
決
行
）

コ
ー
ス
／
５
区
間　

13
・
５
㎞

①
狩
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
（
ス
タ
ー
ト
）
→

②
春
日
神
社
→ 

③
正
福
寺
→

④
白
岩
浄
化
セ
ン
タ
ー
→ 

⑤
田
代
農
道
→

⑥
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
ゴ
ー
ル
）

選
手
資
格
／

○
地
区
対
抗
の
部

　

各
地
区
１
チ
ー
ム
ま
で
と
し
、
平
成
27

年
１
月
１
日
現
在
で
伊
豆
市
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
（
１
チ
ー
ム
中
高
生
２
人
以

内
、
小
学
生
不
可
）

○
オ
ー
プ
ン
の
部

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
の
各

団
体
（
事
業
所
、
学
校
、
チ
ー
ム
な
ど
）

に
在
籍
し
、
伊
豆
市
に
在
住
ま
た
が
在
勤

の
人
（
小
学
生
は
原
則
５
年
生
以
上
）

チ
ー
ム
編
成
／

監
督
１
人
、
選
手
５
人
、
補
欠
５
人
以
内
、

交
通
整
理
員
１
人
（
20
歳
以
上
）

申
込
み
／
12
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
、
参

加
申
込
書
を
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

参
加
チ
ー
ム
説
明
会
／
12
月
17
日
（
水
）

19
時
30
分
～　

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
８

平
成
27
年
度

『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
入
会
者
募
集

　
『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
は
、
学
校
休
業

日
や
授
業
が
終
わ
っ
た
後
に
、
帰
宅
し
て
も

仕
事
な
ど
で
保
護
者
の
い
な
い
児
童
を
預
か

る
施
設
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
指
導
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
や
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

対
象
／
小
学
生
全
般
（
１
年
生
～
６
年
生
）

開
設
時
間
／

○
毎
週
月
～
金
…
下
校
時
～
18
時
30
分

○
土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間

　

…
7
時
30
分
～
18
時
30
分

※
日
曜
日
、
祝
日
、
長
期
休
業
時
の
一
部

期
間
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
護
者
負
担
金
／

○
利
用
料
月
額
…
７
千
円
（
き
ょ
う
だ
い

２
人
目
か
ら
５
５
０
０
円
）

※
お
や
つ
・
教
材
費
を
含
み
ま
す
。

○
保
険
料
年
額
…
１
８
０
０
円

受
付
期
間
／

12
月
５
日
（
金
）
～
24
日
（
水
）

※
年
度
途
中
か
ら
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

申
込
み
／
学
校
教
育
課
、
こ
ど
も
課
、
各

支
所
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ

か
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

募

　
　集

▲このポイントカード付き冊子
を手に入れよう！

❖開設場所一覧（市内 6カ所）

※修善寺小学校の通学区は、私立修善寺保育園で開設しています。
　詳細は修善寺保育園（☎（72）1748）にお問い合わせください。

クラブ名称

修善寺南小学校
放課後児童クラブ

修善寺南小学校
敷地内 40人

修善寺東小学校
放課後児童クラブ

城山活動支援
センター内 20人

熊坂小学校
放課後児童クラブ

熊坂小学校
敷地内 50人

天城
放課後児童クラブ

天城小学校
敷地内 30人

中伊豆
放課後児童クラブ

中伊豆ふれあい
プラザ内 40人

土肥
放課後児童クラブ 土肥支所内 20人

開設場所 定員

※放課後児童クラブの詳細については、市ホームページにも掲載
していますので、ご覧ください。

伊豆市放課後児童クラブ　　　　　　　　　検索 ▲このカードと交換できます
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お知らせ
恋
人
岬
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
『
ボ
ー
ド
ウ
ォ

ー
ク
＆
展
望
デ
ッ
キ
』
愛
称
募
集

　

ど
な
た
で
も
募
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
採
用
さ
れ
た
名
称
は
、
遊
歩
道
入
り

口
に
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

応
募
方
法
／
左
記
の
①
～
⑧
を
記
入
し
、

官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

観
光
交
流
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
『
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
＆
展
望
デ
ッ
キ
』

の
愛
称
（
漢
字
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
使
用

の
場
合
は
ふ
り
が
な
）
、
②
愛
称
の
理
由
、

③
応
募
者
の
住
所
、
④
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
⑤
性
別
、
⑥
年
齢
、
⑦
職
業
ま
た

は
学
校
名
（
学
年
）
、
⑧
電
話
番
号

〒
４
１
０
‐
２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
24
―
１

伊
豆
市
役
所
本
庁
別
館  

観
光
交
流
課
あ
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
９
０
９

メ
ー
ルkanko@

city.izu.shizuoka.jp

応
募
期
限
／
12
月
25
日
（
木
）
（
必
着
）

最
優
秀
賞
／
１
点

お
楽
し
み
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

（
同
名
応
募
複
数
の
場
合
は
抽
選
）

そ
の
他
／

○
１
件
の
応
募
に
つ
き
、
１
作
品
と
し
ま
す

（
複
数
応
募
可
）
。

○
選
ば
れ
た
愛
称
に
係
る
一
切
の
権
限
は
、

伊
豆
市
に
帰
属
し
ま
す
。

○
本
事
業
で
伊
豆
市
が
取
得
し
た
個
人
情

報
は
、
目
的
外
使
用
し
ま
せ
ん
。

発
表
／
平
成
27
年
２
月
14
日
（
土
）
に
行

な
わ
れ
る
開
通
式
式
典
で
発
表
し
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

市
民
健
康
講
座

　

皆
さ
ん
、
糖
尿
病
を
甘
く
見
て
い
ま
せ

ん
か
？
今
、
日
本
人
の
４
人
に
１
人
は
糖

尿
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
予
防
し
た
り
、
ま
た
は
上
手

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
し
て
、
悪
化
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
診
で
「
要

注
意
」
と
言
わ
れ

た
人
、
治
療
中
の

人
な
ど
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
き
／

12
月
10
日
（
水
）
13
時
15
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
／

『
た
か
が
糖
尿
!?
さ
れ
ど
糖
尿
』

講
師
／

〇
村
田 

大
一
郎 

先
生

　

（
村
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

〇
西
島 

あ
け
み 

先
生

　

（
静
岡
県
栄
養
士
会　

管
理
栄
養
士
）

参
加
特
典
／
伊
豆
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
／
参
加
無
料
で
す
。
講
座
の
前
日

ま
で
に
、
電
話
で
健
康
増
進
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

趣
味
の
焼
き
菓
子
教
室

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
る
焼
き
菓
子

の
作
り
方
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／

12
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／

渡
邉 

友
美 

さ
ん
（
伊
豆
の
国
市
在
住
）

内
容
／
焦
が
し
バ
タ
ー
と
お
か
ら
を
使
っ

た
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』
作
り

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん

対
象
／
先
着
30
人

参
加
費
／
千
円

※
親
子
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。

※
親
子
で
１
セ
ッ
ト

の
場
合
は
千
円
、
２
セ
ッ
ト
の
場
合
は

２
千
円
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
12
月
３
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
月
）
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
教
育
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
初
心
者
講
習
会
（
要
申
し
込
み
）

　

初
心
者
講
習
を
受
け
た
人
に
は
、
『
利

用
者
証
』
を
発
行
し
ま
す
。
次
回
か
ら

１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
12
月
15
日
（
月
）
19
時
～
20
時

対
象
・
定
員
／
高
校
生
以
上
・
先
着
20
人

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム

☎
（
87
）
１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習

　

（
申
し
込
み
不
要
）

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
食
べ
る
機
会
も

増
え
て
き
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
で
、
理
想
の
体
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
12
月
18
日
（
木
）
15
時
～
18
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料
（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
機
器
の
説
明
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

編
集
後
記

　
伊
豆
市
消
防
団
で
は
、
Ｐ
９
の
と
お
り

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!
消

防
団
員
は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
男
性
消

防
団
員
も
随
時
募
集
中
で
す
。

　

そ
ん
な
団
員
確
保
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、

伊
豆
市
で
は
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
の
広

報
担
当
と
共
同
で
消
防
団
Ｐ
Ｒ
映
像
を
作

成
中
で
す
。
２
月
下
旬
の
完
成
を
目
指

し
て
、
現
在
、
取
材
・
編
集
に
奮
闘
中
で

す
！
き
っ
と
か
っ
こ
い
い
映
像
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
…
。
こ
う
ご
期
待
!!

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
21

用
植
物
園
を
経
営
し
て
い
た
東
京
調
布
の

敷
地
内
に
復
元
移
築
、裏
千
家
宗
家
や
政

財
界
の
同
好
の
士
を
招
い
て
の
茶
会
や
、ま

た
各
宮
家
の
植
物
園
視
察
の
際
の
休
憩
所

と
し
て
使
用
、第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は

首
脳
部
の
秘
密
会
議
場
と
し
て
も
利
用
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、昭
和

30
年
に
帝
国
石
油
の
保
養
所
と
な
り
、同

40
年
に
白
百
合
女
子
大
学
が
購
入
、現
在

は『
め
ぐ
み
荘
』と
命
名
さ
れ
、大
学
の
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
多
目
的
に
使
用
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。本
年
、そ
の
建
造
物
と
し

て
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、国
の
登
録
有
形

文
化
財（
建
造
物・４
月
25
日
付『
白
百
合

女
子
大
学
め
ぐ
み
荘（
旧
菊
池
家
住
宅
主

屋
）
』)

に
正

式
に
登
録
さ

れ
、そ
の
記

念
式
典
が
文

化
の
日（
11

月
３
日
）に

菊
池
袖
子
の

子
孫
を
迎
え

て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

開
館
時
間
／

９
時
～
16
時（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生

１
５
０
円（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎（
72
）１
９
３
４

■
郷
土
の
偉
人
紹
介

　

熊
坂
の
女
流
歌
人　

菊
池 

袖
子

　
　
　
　
　

   

（
１
７
８
６ 

― 

１
８
３
８
）

　

今
月
は
、江
戸
時
代
後
期
の
女
流
歌
人

と
し
て
知
ら
れ
る
熊
坂
の
菊
池
袖
子
を
紹

介
し
ま
す
。

　

菊
池
袖
子
は
、天
明
５
年
12
月
26
日
に

熊
坂
の
豪
農
で
有
力
名
主
の
一
人
で
あ
っ

た
菊
池
安
兵
衛
武
教
の
娘
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。10
歳
に
し
て
四
書（『
大
学
』、

『
中
庸
』、『
論
語
』、『
孟
子
』）を
読
み
、古

今
集
、伊
勢
物
語
な
ど
も
幼
く
し
て
読
み

親
し
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
の
歌

人
加
藤
千
蔭
に
和
歌
の
添
削
を
受
け
、ま

た
京
都
の
公
家
で
歌
人
の
風
早
実
秋
に
学

ぶ
な
ど
、江
戸
・
京
都
の
文
化
人
と
和
歌

を
通
し
て
交
流
し
、広
く
歌
才
が
知
ら
れ

江
戸
城
大
奥
な
ど
か
ら
も
歌
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。享
年
54

歳
。
号
は
菊
園
。著

作
に
家
集
『
菊
園

集
』、『
遺
穂
集
』、日

記『
ち
と
せ
日
記
』な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、袖
子
ゆ
か
り
の
菊
池
家
旧
家
住

宅
が
、東
京
調
布
市
の
白
百
合
女
子
大
学

構
内
に
現
存
し
て
い
ま
す
。こ
の
建
造
物

は
、昭
和
８
年
ご
ろ
に
菊
池
家
か
ら
津
村

順
天
堂
に
売
却
さ
れ
、津
村
重
舎
氏
が
薬

今月の表紙

　今月の表紙は、11月15日
（土）に萬城の滝キャンプ場
とその周辺の森で行なわれた
『森の勉強会』の様子です。
　『冬を待つ虫』をテーマに観
察会が開催され、7家族16人
が県環境学習指導員の講義を
受け、採集に出掛けました。子
どもたちは、バッタやチョウな
ど捕まえた虫について、興味深
そうに尋ねていました。

伊豆市の人口
（平成26年11月1日現在）

　　男：15,809人（－23）

　　女：17,235人（－29）

　　計：33,044人（－52）

世帯数：13,459世帯（－4）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
園児たちが描く未来の夢をご紹介！

市の山で育ったスギの間伐材に未来の夢を描いてくれました。

橘（左）・熊坂（中左）・しゃくなげ（中右）・修善寺保育園（右）橘（左）・熊坂（中左）・しゃくなげ（中右）・修善寺保育園（右）

木

▲めぐみ荘（写真提供・白百合女子大学）

き
く
ち　

そ
で
こ

▲菊園集

広報 11 月号の訂正について

　広報 11 月号 P13 の『しずおか市町対抗駅
伝』の選手紹介に誤りがありました。
　正しくは、次のとおりです。

【誤】監督／亀山雅彦　小出芽生（中伊豆小 6
年）、浅田麻奈（中伊豆小 5 年）
【正】監督／亀山誠彦　小出芽生（中伊豆小 5
年）、浅田麻奈（中伊豆小6年）
　ご迷惑をお掛けしまして、大変申し訳ござい
ませんでした。深くおわび申し上げます。
問合せ／社会教育課☎（83）5477

イ
ベ
ン
ト
・
教
室
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊聖夜の一品はこれで決まり！＊

材　料　（４人分）　 作　り　方

①ベーコンは細切り、タマネギ
と生シイタケは薄切り、シメ
ジは小房に分ける。ジャガイ
モは皮をむき、５ｍｍ厚さの
半月切りにする。

②①を塩、コショウでいためる。
③耐熱皿にバターを薄く塗って
食パンを敷き詰める。残った
食パンの片面にバターを塗
り、皿の側面に張り付ける。
④卵と牛乳をよく混ぜる。
⑤③に②を敷き④を流し込む。
⑥ゆでたブロッコリーとヘタを
取ったミニトマトを飾り、チー
ズを乗せて160～170℃に熱
したオーブンで約40分焼く。

◆サンドイッチ用食パン
　…………………6～8枚　
◆ベーコン……………2枚
◆タマネギ……………1個
◆生シイタケ…………1個
◆シメジ……………1/2株
◆ジャガイモ…………1個
◆油……………大さじ1/2
◆塩……………………少々
◆コショウ……………少々
◆ブロッコリー……1/2株
◆ミニトマト…………8個
◆バター………………少々
◆卵……………………3個
◆牛乳………………８０cc
◆溶けるタイプのスライス
　チーズ………………4枚

～野菜嫌いの長男が今では…～～野菜嫌いの長男が今では…～

クリスマスのキッシュ
（21ｃｍの耐熱皿で作る場合）
クリスマスのキッシュ
（21ｃｍの耐熱皿で作る場合）

1人分
栄養価

◇エネルギー…358kcal　◇タンパク質…17.8g
◇脂質…13.4g  ◇食塩…1.7g

　私には3人の子どもがおり、野菜が苦手な長男には頭を抱えてき
ました。小さく刻むなど工夫したのですが、なかなか食べてくれま
せん。そこで一緒に料理を作ることにしました。すると自分で調理
した野菜をパクリッ！今では、きょうだい一緒に作っています。ク
リスマスには一緒にキッシュを作りたいです。

伊豆市食育推進会議委員　前田 あゆみ（土肥）

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

山本 帆華ちゃん

　   やまもと ほのか

（大平）

植田 麻央ちゃん       うえだ　 ま  お　　　

（修善寺
）

相馬 虹心ちゃん

　   そうま　 に  こ　　　

（柏久保）

岡田 百叶ちゃん

   　 おかだ　ももか　

（柏久保）
島

崎 かんなちゃん
   し

まざき　　　

（修善寺）

岡田 果音ちゃん

　   おかだ  かのん　　

（青羽根）

石川 蒼侑太ちゃん

    いしかわ　そ う た　　

（八幡）

児島 葵ちゃん

       　こじま あおい　　　

（修善寺）

山田 一希ちゃん

　   やまだ　 いつき

（大平）

足立 心奏ちゃん       あだち ここな　　

（市山）

2014. 12 24
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